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『KS70♡』始動！ 

校長 内田 宏平 
 朝、校門前で子どもたちを待っていると、わくわくした気持ちになります。子どもたちの素敵な姿が
見られるからです。いつもと同じ朝の中に、いくつもの喜びがちりばめられています。 
 
 
  
『みとめ合い』が生まれています！しかも、こんなにも自然に。自分の行動が認められると、人は自己
有用感を高めることができます。自己有用感が高まると、人生を幸せに生き抜く力が湧いてきます。 
 
 
 
『相手意識』は人間関係に深さと広さを与えます。どれだけリモート技術が発達しても、欠くことので
きない大切なものです。いや、むしろ、技術が発達した世の中にこそ『相手意識』は必要だといえます。 
 
 
  
社会の中で、すべての子どもは守られるべき存在です。そのことを毎朝実感し、学校教職員としての

責任とやりがい、日々子どもたちと接することのできる幸せをかみしめます。 
 
さて、そんな幸せな日常が繰り広げられている上末吉小ですが、今年度は、スペシャルな一年になり

ます。なんと、今年は、上末吉小学校【創立７０周年】の記念すべき年なのです！ 
コロナ禍での周年行事実践ということになり、制約もありますが、子どもたちにとって思い出に残る

活動、子どもたちが主体となって楽しめる活動を積み重ねたいと考えています。 
早速、各委員会の委員長によって『KS70♡プロジェクトチーム』が結成されました。 
今後の展開が楽しみです！    ※【KS70♡】とは、K（かみ）S（すえよし）70（周年）♡（愛・I・合い）という意味です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和３年４月３０日 

 ５月号 
 横浜市立上末吉小学校 

～ 学び合い みとめ合い 一人ひとりが輝く上末っ子 ～ 

「おはようございます！」元気に挨拶をしてくれた１年生に向かって、隣を歩く上級生が「挨拶でき

たね」と声をかけていました。 

私の目を見て挨拶してくれる子の多いこと！『相手意識』をもてています。中には、「宏平先生、

おはようございます！」と名前で呼んでくれる子も（笑）。 

学援隊の方々や登校見守りの保護者の方々が子どもたちを見守る目の温かさ。その温かさに守られ

て歩く子どもたちの豊かな表情。 

「KS70♡」のコン

セプト。上末吉小の

大切な「あい」を深

めていきます。 

お 願 い 
「まん延防止等重点措置」実施期間中の横浜では、新型コロナウイルス感染拡大防止を第一に考えた行動が望まれます。学

校生活においても、これまで同様の配慮を継続していきます。保護者の皆様には、次の３点についてご確認いただき、ご協力く

ださいますようお願いいたします。 

① 症状のいかんに関わらず、お子様がPCR検査を受けた際には、必ず学校までご連絡ください。 

② ご家族（きょうだいを含め）に風邪様症状があり、病院受診が済んでいない場合は、本人が元気でも無理に登校させず、

ご家庭で様子を見ていただけるとありがたいです。 

③ 風邪様症状における欠席連絡については、連絡帳を使用せず、電話での連絡をお願いします。 


